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厚労省 「予防接種事務デジタル化」
現状の課題と今後の展望

意見交換

シミックホールディングス株式会社 CCO Lab. 佐々木靖彦、伊藤惠美
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意見交換会 内容

１．情報共有
▪ 「予防接種事務デジタル化」の背景・目的

▪ 現状の課題

▪ 今後の展望

２．意見交換
▪ 各地区での医師・自治体職員の方々のご意見、取り組みのご紹介

▪ これからの取り組みについて、ご意見をお聞かせください

３．最後に
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予防接種事務デジタル化
背景・目的
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背景・目的まとめ

▪ 2022年（令和4年）の改正予防接種法に基づき、機動的なワクチン接種に関する体制を整備する

▪ 現在の予防接種手続きは紙媒体が中心。デジタル化を進める。

▪ 関係者全体の負担を軽減し、事務を効率化するための新たなシステム基盤を構築する

予防接種事務デジタル化

スマートフォン等で接種のお知らせを受け取り、接
種記録をいつでも閲覧できます。
デジタル予診票の利用で、手書きの負担が軽減さ
れます。

接種記録をシステムで容易に確認でき、接種間違
いを防止します。
接種記録を登録することで費用請求が完了し、紙
書類の郵送が不要になります

お知らせのデジタル通知等により、接種券等の印
刷や郵送事務を削減できます。
接種記録がシステムに直接登録されるため、入力
作業が不要になります。

接種希望者

医療機関

自治体

事務デジタル化による主なメリット

厚労省サイト：予防接種事務のデジタル化

平時の行政効率化だけでなく、「パンデミック」や「災害」が起きた際に、国・自治体・医療機関が連携して迅速かつ効率的
に対応できる体制を構築するための、喫緊の課題として推進されています。
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現状の課題
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予防接種事務デジタル化概略

▪ スケジュール ：自治体ごとに、令和8年6月から徐々に展開。令和10年度以降に全国展開

▪ 対象となる予防接種：定期接種、臨時接種、任意接種（自治体助成有り）

▪ 医療機関での業務フロー（すべてデジタルの場合）

予防接種デジタル化について～医療機関向け～業務フロー編（医療機関アプリ）
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現状：日本医師会への説明会が開催されました

▪ 厚労省サイト ▪ 日本医師会サイト

出展：厚労省サイト健康・医療予防接種事務のデジタル化 出展：日本医師会サイト医療予防接種事務のデジタル化について
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現状：自治体ごとの展開時期

▪自治体ごとに、令和8年6月から徐々に展開。令和10年度以降に全国展開

• 令和10年４月開始を目標とする自治体が多数につき、今後精査し、可能な限り時期を平準化する予定。
• 各都道府県及び国保連合会に対し各都道府県下の市区町村のデジタル化開始目標時期を共有。

※令和7年8月事業計画書より

厚労省予防接種事務デジタル化に係る自治体説明会（第６回）資料
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現状の課題：過渡期の対応

デジタル化が進展した後の主なメリット

デジタル化に向けた懸念

予診票全般、会計処理などを同時
に電子化すると現場の業務が大幅
に増え、運用が崩れる懸念がある。

マイナンバーを使っていない

予防接種管理番号の送付など、結
局郵送の手間は残る

マイナポータルにアクセスできない。操
作できない。

マイナポータルでの接種勧奨に気付か
ない。予防接種をうけに行く人が減る。

まずは小規模・実機デモ・実務説明
の場を設け、理解と合意を得ながら

進めるべき

デジタル予診票への適切な署名方法
が必要。

自治体間の移動、相互乗り入れなど
の運用が決まっていない

キャッチアップ接種、長期療養特例の
対象情報は識別判定される？

医療機関への運用の説明が心配

⚫ 今年度開催した第１～５回の説明会においては、”デジタル化が進展した後の姿（＝
多くの医療 機関がデジタル予診票による接種が可能であり、かつ、多くの住⺠がデジタル
予診票を活用で きる状態）“を前提に、今後各自治体において準備いただくタスクを中
心に整理し、説明をさせ ていただきました。

⚫ ただし、令和８・９年度の過渡期及び令和10年度以降の全国展開当初については、
デジタル化 の対応は徐々に進むことから、本日の説明会では、“デジタル化が進展する
手前の姿（＝一部 の医療機関でデジタル予診票による接種が可能となり、かつ、紙
の予診票の利⽤も一定数残る 状態）“を前提に、特に医療機関における運用で混乱
が起きないよう再整理をしましたので、 その内容も含めて説明をさせていただきます。

過渡期の対応

令和７年度予防接種事務デジタル化に係る自治体説明会（第６回）

接種希望者

医療機関

自治体

病院機能でのフローはどうなる？
端末は何台必要？

親の母子免疫ワクチン接種情報は児
に反映される？
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今後の展望（harmoワクチンケア）
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医療機関で使⽤できるアプリ、サイト

▪医療機関で使用できる⺠間アプリ、予防接種サイトが紹介され、各自治体
が体制を検討中。

予予・請求システム

オンライン資格確認で利⽤しているオンライン請求ネットワーク
と接続されている医療機関内の端末を⽤いて閲覧するサイト

厚労省予防接種事務デジタル化に係る自治体説明会（第5回）資料

A社
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harmoワクチンケア アップデート 「デジタル予診票・請求機能」

接種判定マイナ受付
ワクチン確認・
情報登録

予防接種請求デジタル予診票

2026年度アップデート 2026年度アップデート

厚労省 予防接種事務デジタル化 “デジタル予診票・請求システム” の流れ

デジタル予診票機能なしワクチンケアアプリ

デジタル予診票・請求機能付きワクチンケアアプリ

シミックが提供する 「harmoワクチンケア」 では、 「接種判定機能」 と「ワクチン確認・情報登録機能」が 無
償でご利用いただけます。

この機能に加え、来年2026年6月から順次展開される 「予防接種事務デジタル化」 では、
「デジタル予診票機能」 と 「予防接種請求機能」 が追加されます。
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妊産婦 乳幼児・小児 思春期 高齢者

【現状の課題】
・予防接種の実施状況（接種対象者の接種の有無等）を国が把握できていない
・自治体間でシステム・予診票が異なり、全国的なデータ連携や情報共有が困難（転居、里帰り出産）
・個人の生涯にわたる接種履歴の追跡が困難

【予防接種事務デジタル化の構想】
・マイナンバーカードを基盤とした個人の正確な予防接種記録の管理・閲覧を可能にする。
・将来の新たな感染症発生時にも、迅速かつ的確なワクチン接種対応を可能とする

【シミックの目指す将来展望】
（予防接種事務デジタル化では、A類・B類定期接種や自治体助成のあるワクチンのみが対象ですが）

ワクチンケアでは渡航ワクチンや任意接種ワクチンなど、
すべてのワクチン接種情報を医師、住民が便利に使える世界を目指します

成人

シミックの目指す予防接種の将来展望

渡航ワクチンなど
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接種判定
マイナ
受付

ワクチン確認・
情報登録

予防接種請求デジタル予診票

2026年度アップデート 2026年度アップデート

デジタル予診票機能なし ワクチンケアアプリ

デジタル予診票・請求機能付き ワクチンケアアプリ

厚労省 「予防接種事務デジタル化」のフローに加えて、
「接種予約管理」、「在庫・発注管理」が機能拡張されます（時期未定）

「ワクチンぷらっと」× 「harmoワクチンケア」 による予防接種フローの円滑化

ワクチン在庫管理と
予約システムを一括で提供し
業務の効率化を支援する

ワクチンの接種間違い防止
接種記録のデジタル化を

支援する

接種予約
管理

次回
接種予約
管理

在庫・発注管理

アルフレッサ株式会社 シミックグループ
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意見交換
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他エリアでのディスカッション事例

▪ エリアによって状況が異なります。埼玉県エリアではいかがでしょうか？
ディスカッション先 地域の課題 ディスカッション内容 今後の展望

A地区医師会

・自治体は急にデジタル化が始まる事
に関して慎重になっている
・医師会は前向きだがまだ全員の
合意が取れた状態にはなっていない

・医師会の勉強会や、地域のkey
ドクターを紹介してもらい、徐々に
地域の医療機関に広めていきたい
・前向きな医師たちは、先に使い始め
て慣れておきたい考えを持っている

・地域で共通のシステムを活用し、
患者も医療者も混乱しない状況を
作っていきたい
・まずは抵抗感の少ない人たちで使い
始めて徐々に慣れていきたい

B地区医師会

・厚労省が請求事務のデジタル化から
始める事に違和感
・医療機関の現場の実態を分かって
システム設計しているのか疑問

・医師会内でも不満が多い ・弊社で把握している情報を共有
しながら、様々な課題について
話し合う予定

医師

・国（厚労省）からの説明がないので、
どこまで進んでいるのか、まだ変更可能
なのかわからない
・現場の状況を伝える場が必要

・デモ機を使って試してみたい
・スタッフと一緒にフローを確認してみ
たい

・医師会での勉強会

地区自治体

・医療機関数が多いので不安
・ベンダーはどこが良いのか分からない
・実は、時間が足りない
・近隣の地域の状況を見ながら考え
たい

・職員向け説明会をお願いしたい
・今後始まるシステムに近いシステム
でプレトライアルをやってみたい

・関係者向けに勉強会を開催予定
・令和8年夏には予算化したいので、
その元となる情報を今から集めたい
・プレトライアル医療機関の選定
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地区医師会での懸念事項

コミュニケーション不足

デジタル化の不安

経営・運営の不安

• 国への協力体制と現場の信頼関係
• 国の方針の頻繁な変更と導入時期の不安

• 「どのデータを電子化するか」が大きな課題
• 予診票の不備対応
• データ互換性・標準化の不安
• 子供が成長した後のデータ引き継ぎ・共有の問題
• 外国語対応
• 署名・入力の信頼性

• システムの脆弱性
• 定期接種自己負担額の自治体ごとのカスタマイズ
• 端末運⽤
• 現場の作業量増加（負荷）
• 経営上の問題
• 医師会の負担・収益
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再掲：デジタル化に向けた懸念

デジタル化が進展した後の主なメリット

デジタル化に向けた懸念

予診票全般、会計処理などを同時
に電子化すると現場の業務が大幅
に増え、運⽤が崩れる懸念がある。

マイナンバーを使っていない

予防接種管理番号の送付など、結
局郵送の手間は残る

マイナポータルにアクセスできない。
操作できない。

マイナポータルでの接種勧奨に気付
かない。予防接種をうけに行く人が

減る。

まずは小規模・実機デモ・実務説明
の場を設け、理解と合意を得ながら

進めるべき

デジタル予診票への適切な署名方
法が必要。

自治体間の移動、相互乗り入れなど
の運⽤が決まっていない

キャッチアップ接種、長期療養特例
の対象情報は識別判定される？

医療機関への運⽤の説明が心配

⚫ 今年度開催した第１～５回の説明会においては、”デジタル化が進展した後の姿（＝
多くの医療 機関がデジタル予診票による接種が可能であり、かつ、多くの住⺠がデジタル
予診票を活用で きる状態）“を前提に、今後各自治体において準備いただくタスクを中
心に整理し、説明をさせ ていただきました。

⚫ ただし、令和８・９年度の過渡期及び令和10年度以降の全国展開当初については、
デジタル化 の対応は徐々に進むことから、本日の説明会では、“デジタル化が進展する
手前の姿（＝一部 の医療機関でデジタル予診票による接種が可能となり、かつ、紙
の予診票の利⽤も一定数残る 状態）“を前提に、特に医療機関における運用で混乱
が起きないよう再整理をしましたので、 その内容も含めて説明をさせていただきます。

過渡期の対応

令和７年度予防接種事務デジタル化に係る自治体説明会（第６回）

接種希望者

医療機関

自治体

病院機能でのフローはどうなる？
端末は何台必要？

親の母子免疫ワクチン接種情報は
児に反映される？
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最後に
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基本利⽤料 無料です。まずは、お試しください。

患者様のために

・アレルギーや現病歴、接種後
の体調変化を医師に共有
・個別のお知らせで、接種後

のアフターフォロー

ヒヤリハットを防ぎたい

・最新の接種ルール
・最新の接種履歴

・GS１コードでの現物確認
による接種可否判断で、
目視チェックをサポート

医療機関のDX検討

・試しやすい、始めやすい
無料、申し込み不要、端末が
あればすぐに利⽤できる

さらなる詳細情報、デモ機を使った勉強会、トライアルのご相談など
各エリアごと、個別に意見交換・ご相談ができればと思います。

ぜひ、お声掛けください。

「予防接種事務デジタル化」についてのご相談はシミックまで。
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伊藤惠美
シミックホールディングス株式会社
CCO Lab. harmoワクチンケア担当
東京都港区芝浦1-1-1
Tel：070-3316-7306
e-mail：emi-ito.fa@cmic.co.jp
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